
駿塾 歴史一問一答（江戸） 

中学歴史 江戸時代② 

 

□ (1) 江戸時代、（  ）が全人口の約 85％を占めた。 

→ その他、武士（約 7％）、町人（約 5％） 
(1)  

□ (2) 百姓は（ ① ）と（ ② ）に区別された。 

→ ①は土地をもつ百姓。 ②は土地をもたない百姓。 
(2) ① 

  
② 

□ (3) 村役人には、名主［庄屋］・組頭・（  ）があった。 

→ 本百姓の中から選ばれ、村の自治を行い、年貢納入の責任を負った。 
(3)  

□ (4) 百姓には重い（  ）の負担があった。 

→ 四公六民は収穫高の 40％、五公五民は 50％を納めるというもの。 
(4)  

□ (5) 年貢納入や犯罪防止のための連帯責任制度は何か。 

→ 農家 5～6 戸を 1 つの組にした。 
(5)  

□ (6) 武士は、（  ）の特権をもっていた。 

→ 城下町に住み、年貢米や俸禄米で生活した。 
(6)  

□ (7) （  ）と呼ばれる人々は差別的な扱いを受けていた。 

→ 百姓などの武士に対する不満をそらすことに利用。 
(7)  

□ (8) 徳川家康が始めた貿易を何というか。→ 朱印状という海外渡航許可証

を与えられた大名や商人が貿易を行った。 
(8)  

□ (9) 朱印船貿易にともない東南アジアにできた町は何か。 

→ 移住した日本人によってつくられた。 
(9)  

□ (10) （  ）・イギリスとの貿易は平戸の商館で行った。 

→ 平戸は⾧崎県。中国産の生糸などを輸入した。 
(10)  

□ (11) 幕領でのキリスト教を禁止する命令を何というか。→ 1612 年に出さ

れ、翌年、全国に拡大。当初は貿易の利益を優先し布教を黙認していた。 
(11)  

□ (12) 1636 年、家光は⾧崎の出島に（  ）人を住まわせた。 

→ 1635 年には日本人の海外渡航が禁止された。【朱印船貿易が終了】 
(12)  

□ (13) 1637 年、天草四郎を大将とする（  ）がおこった。 

→ キリスト教信者への迫害・重い年貢に対する反発。 
(13)  

□ (14) 幕府はキリスト教徒を発見するため（  ）を行った。→ キリストの像

などを踏ませた。仏教徒であることを寺に証明させる宗門改も行った。 
(14)  

□ (15) 1639 年、家光は（  ）船の来航を禁止した。 

→ 1624 年にスペインは来航を禁止された。 
(15)  

□ (16) 1641 年、オランダ商館は⾧崎の（  ）に移された。 

→ イギリスは 1623 年に商館を閉じ、日本から撤退。 
(16)  

□ (17) 幕府による、禁教の徹底・貿易統制・外交独占の体制を何というか。 

→ 徳川家光のときに完成。 
(17)  
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□ (18) 鎖国下では、オランダと（  ）は⾧崎で貿易を許された。 

→ オランダ（プロテスタント）はキリスト教の布教を行わなかった。 
(18)  

□ (19) 幕府はオランダとの貿易を行う中で（  ）を提出させた。 

→ 海外の情報を独占した。 
(19)  

□ (20) 鎖国下で⾧崎貿易において、日本は（  ）や絹織物などを輸入した。 

→ 輸出品には、銀・銅・俵物（海産物を俵につめたもの）などがあった。 
(20)  

□ (21) 鎖国下において、（  ）藩が朝鮮との貿易を認められた。 

→ 朝鮮の釜山に倭館を置いて貿易を行った。 
(21)  

□ (22) 将軍の代がわりごとに朝鮮から送られた使節は何か。 

→ 対馬藩の宗氏の仲立ちによって国交が回復した。 
(22)  

□ (23) 琉球王国は（  ）藩によって支配された。→ 将軍や国王の代がわりの

際には、琉球から江戸に琉球使節が送られた。 
(23)  

□ (24) （  ）藩はアイヌとの交易独占を認められていた。 

→ 北海道は当時、蝦夷地と呼ばれた。 
(24)  

□ (25) 松前藩との不公平な貿易に不満をもったアイヌの人々は、（  ）を中心

として反乱をおこした。 
(25)  

 

  


